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8.8-1 

8.8 生態系 

8.8.1 調査 

(1) 調査項目 

生態系の調査項目及び調査の状況は、表 8.8.1-1 に示すとおりである。 

 

表 8.8.1-1 生態系の調査項目と調査種類の関係 

調査項目 
文献その他の 

資料調査 
現地調査 

ア．動植物その他の自然環境に係る概況 

 

ア）調査地域の基盤環境 ○ ○ 

イ）基盤環境と生物群集との関係 ○ ○ 

ウ) 生態系の構造と機能 ○ ○ 

イ．複数の注目種等の生態、他の動植物との関係又は生息環境もしくは生育環境の状況 

 

ア） 上位性、典型性、特殊性の視点からみた注目種 

及び群集の抽出 
○ ○ 

イ）注目種及び群集の一般生態 ○ ○ 

 

(2) 文献その他の資料調査 

文献その他の資料調査結果は「第 3章 3.1.4 動物、植物、生態系の状況 (1)動植物の生

息又は生育の状況 (2)植生及び生態系の状況」に示すとおりである。 

 

(3) 現地調査 

現地調査は、「(2)文献その他の資料調査」及び「8.6 動物」「8.7 植物」現地の状況を考慮し

て実施した。 

 

1) 調査項目 

ア．動植物その他の自然環境に係る概況 

ア）調査地域の基盤環境 

イ）基盤環境と生物群集との関係 

ウ）生態系の構造と機能 

イ．複数の注目種等の生態、他の動植物との関係又は生息環境もしくは生育環境の状況 

ア）上位性、典型性、特殊性の視点からみた注目種及び群集の抽出 

イ）注目種及び群集の一般生態 
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2) 調査概要 

生態系の調査概要は、表 8.8.1-2 に示すとおりである。 

 

表 8.8.1-2 生態系の調査概要 

調査概要 

調査方法 文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の

整理及び解析による方法とした。 

[文献その他の資料調査] 

「自然環境保全基礎調査」(環境庁)等による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析による方法とした。 

[現地調査] 

「8.6 動物」「8.7 植物」の現地調査結果による情報の収集並びに

当該情報の整理及び解析による方法とした。 

調査範囲 対象事業実施区域及びその周囲とする。生態系構成要素や食物連鎖

の検討のための調査地域としては植生及び動物が主要な構成要素で

あることから「8.6 動物」「8.7 植物」と同様の調査地域とした。た

だし、文献調査については、さらに広域的な情報を得るため、より

広範囲に設定した。 

調査期間等 動植物その他の自然環境の特性及び注目種等の特性を踏まえて調査

地城における注目種等に係る環境影響を予測し、及び評価するため

に必要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯

とした。 

[文献その他の資料調査] 至近の情報とする。 

[現地調査] 「8.6 動物」「8.7 植物」」と同様とした。

 

  



8.8-3 

3) 調査結果 

ア．動植物その他の自然環境に係る概況 

ア) 調査地域の基盤環境 

I) 動物の状況 

調査地域動物相の確認状況は、表 8.8.1-3 に示すとおりである。なお、詳細は「8.6 動

物」に掲載している。 

 

表 8.8.1-3 動物相の確認状況 

分類群 概要 

哺乳類 8 科 11 種 

鳥類 42 科 149 種 

両生類 1 科 1 種 

爬虫類 2 科 2 種 

昆虫類 128 科 381 種 

 

II) 植物の状況 

調査地域における植物の確認状況は、68 科 244 種が確認された。 

植物群落及び土地利用の状況は、表 8.8.1-4 に示すとおり、7 群落 4 土地利用に区分

された。 

 

表 8.8.1-4 区分した植物群落及び土地利用 

No. 基本分類 凡例名 
面積（ｍ2） 

基本分類 凡例 

1 砂丘植物群落 砂丘植物群落 41,695.96 41,695.96

2 
多年生草本群落 

路傍・空地雑草群落 
70,589.39 

38,175.25

3 チガヤ群落 32,414.14

4 
低木林 

アキグミ群落 
19,616.82 

12,947.78

5 ネザサ群落 6,669.04

6 
常緑針葉樹林 

クロマツ群落 
90,775.59 

88,740.06

7 クロマツ群落（低木林） 2,035.53

8 
市街地等 

グラウンド 
155,389.91 

63,948.75

9 人工構造物 91,441.16

10 人工裸地 人工裸地 30,337.89 30,337.89

11 自然裸地 自然裸地 34,314.87 34,314.87

合計 7 分類 11 凡例（7群落） 442,720.44 442,720.44

注）四捨五入の関係で、合計が合わない場合がある。 
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イ) 調査地域の基盤環境と生物群集との関係 

生態系の構造や機能を把握するため、生物の出現状況と基盤環境の関係を整理し、表

8.8.1-5 に示した。 

 

表 8.8.1-5 調査地域の基盤環境と生物群集との関係 

基盤 

環境 

砂丘植物群落、 

自然裸地 

常緑針葉樹林、 

低木林 

多年生草本群落 市街地等、 

人工裸地 

構成種 【哺乳類】 

コウベモグラ、ヒナコ

ウモリ科、ノウサギ、

タヌキ、イタチ属 

【哺乳類】 

ジネズミ、コウベモグ

ラ、ヒナコウモリ科、

ノウサギ、アカネズ

ミ、イタチ属 

【哺乳類】 

コウベモグラ、ノウサ

ギ、カヤネズミ、ハツ

カネズミ、イタチ属 

【哺乳類】 

イタチ属 

【鳥類】 

カワウ、カルガモ、ミ

サゴ、トビ、シロチド

リ、ハマシギ、ウミネ

コ、コアジサシ、ヒバ

リ、ツバメ、ハクセキ

レイ、カワラヒワ、ハ

シボソガラス、ハシブ

トガラス 

【鳥類】 

トビ、ハイタカ、キジ

バト、コゲラ、ヒヨド

リ、ルリビタキ、シロ

ハラ、ウグイス、キク

イタダキ、エナガ、シ

ジュウカラ、メジロ、

ムクドリ 

【鳥類】 

トビ、ヒバリ、ツバメ、

モズ、ジョウビタキ、

ノビタキ、ツグミ、ウ

グイス、セッカ、ホオ

ジロ、ホオアカ、アオ

ジ、カワラヒワ、スズ

メ 

【鳥類】 

トビ、シロチドリ、ヒ

バリ、ツバメ、ヒヨド

リ、ツグミ、ホオジロ、

カワラヒワ、スズメ、

ハシボソガラス、ハシ

ブトガラス 

【両生類】 

- 

【両生類】 

ヌマガエル 

【両生類】 

- 

【両生類】 

- 

【爬虫類】 

ニホンカナヘビ 

【爬虫類】 

ヤモリ属、ニホンカナ

ヘビ 

【爬虫類】 

ニホンカナヘビ 

【爬虫類】 

- 

【昆虫類】 

ハマスズ、ヤマトマダ

ラバッタ、ハマベウス

バカゲロウ、カワラハ

ンミョウ、キオビクモ

バチ、コモンツチバ

チ、ノウメンメンハナ

バチ、キバラハキリバ

チ 

【昆虫類】 

ハラビロカマキリ、ツ

ユムシ、スズムシ、ヒ

ロバネカンタン、ハラ

オカメコオロギ、クマ

ゼミ、アブラゼミ、ニ

イニイゼミ、ウラギン

シジミ、イシガケチョ

ウ、アオスジアゲハ、

シオヤアブ、アオドウ

ガネ、セマダラコガ

ネ、シロオビハラナガ

ツチバチ 

【昆虫類】 

チョウセンカマキリ、

ニシキリギリス、マツ

ムシ、ショウリョウバ

ッタ、トノサマバッ

タ、ツチイナゴ、オン

ブバッタ、ツマグロヨ

コバイ、アワダチソウ

グンバイ、マルカメム

シ、イチモンジセセ

リ、ツバメシジミ、ベ

ニシジミ、ヤマトシジ

ミ本土亜種、キタテ

ハ、ヒメアカタテハ、

モンキチョウ、キタキ

チョウ、オオハナア

ブ、ヒメコガネ、ナナ

ホシテントウ、ヒメカ

メノコテントウ、ヨモ

ギハムシ、オオハキリ

バチ 

【昆虫類】 

アオモンイトトンボ、

ツチイナゴ、クマゼ

ミ、アブラゼミ、ベニ

シジミ、ヤマトシジミ

本土亜種、ツマグロヒ

ョウモン、アオスジア

ゲハ、クロアゲハ本土

亜種、キョウチクトウ

スズメ、コアオハナム

グリ、マメコガネ、ナ

ナホシテントウ、セグ

ロアシナガバチ本土

亜種、クロアナバチ本

土亜種、オオハキリバ

チ 
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ウ) 生態系の構造と機能 

I) 生態系の構造 

i) 調査地域の生態系の環境類型区分 

調査地域の植生図から基盤環境を抽出し、「砂浜・海岸」「二次林」「草地」「造成地」

の 4つの環境類型区分とした。 

環境類型区分の概要は表 8.8.1-6、構成は表 8.8.1-7、環境類型区分は図 8.8.1-1 に示

すとおりである。 

 

表 8.8.1-6 調査地域の環境類型区分の概要 

環境類型区分 基盤環境 地形 構成する植生 

陸
域 砂浜・海岸 砂丘植物群落、自然裸地 海岸 砂丘植物群落、自然裸地 

草地 多年生草本群落 平地 路傍・空地雑草群落、チガヤ群落

二次林 常緑針葉樹林、低木林 平地 
アキグミ群落、ネザサ群落、クロ

マツ群落、クロマツ群落（低木林）

造成地 市街地等、人工裸地 平地 
人工裸地、グラウンド、人工構造

物、 
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図 8.8.1-1 環境類型区分
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表 8.8.1-7 調査地域の環境類型区分の構成 

 

注）四捨五入の関係で、計が合わない場合がある。 

 

 

  

区分 群落名
分布面積

（ｍ2）

区分内の
構成比

全体におけ
る構成比

砂浜・海岸 76,011 100.0% 17.2%

砂丘植物群落 41,696 54.9% 9.4%

自然裸地 34,315 45.1% 7.8%

草地 70,589 100.0% 15.9%

路傍・空地雑草群落 38,175 54.1% 8.6%

チガヤ群落 32,414 45.9% 7.3%

二次林 110,392 100.0% 24.9%

アキグミ群落 12,948 11.7% 2.9%

ネザサ群落 6,669 6.0% 1.5%

クロマツ群落 88,740 80.4% 20.0%

クロマツ群落（低木林） 2,036 1.8% 0.5%

造成地 185,728 100.0% 42.0%

人工裸地 30,338 16.3% 6.9%

グラウンド 63,949 34.4% 14.4%

人工構造物 91,441 49.2% 20.7%

総計 442,720 100.0%
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ii) 環境類型区分ごとの生態系の状況 

当該地域は、北側は海、東側は二次林、西側・南側はグランドや人工構造物に囲まれ

た場所に位置しており、対象事業実施区域は草地や人工裸地となっている。 

海岸沿いの自然裸地（砂浜）や砂丘植物群落、クロマツを中心とした二次林、チガヤ

やセイタカアワダチソウなどからなる草地、クランドや人工構造物などの造成地におい

て、それぞれの環境に応じた陸域の生態系が維持されていると考えられる。 

環境類型区分においては、人工構造物を中心とした「造成地」が全体の約 42.0％、次

いで「二次林」が約 24.9％、「砂浜・海岸」が約 17.2％、「草地」が約 15.9％となってい

る。「造成地」については常に人為的影響を受けている環境であり、生態系はかく乱され

ている状態にある。それぞれの環境類型区分においては、それぞれの環境の応じた植物

相、動物相が確認された。一方で、隣接している環境類型区分では共通して確認される

種も多かった。 

当該地域における生態系構造は図 8.8.1-2、食物連鎖模式図は図 8.8.1-3 に示すとお

りである。 
 

○砂浜・海岸 

主に砂浜・海岸であり、調査地域の約 17.2％を占める。 

区分内は、砂丘植物群落が約 54.9％、自然裸地が約 45.1％を占めており、海浜性の生

物の生息・生育場としての機能がある。 

構成する植物は、ツルナ、ハマボウフウ、ハマヒルガオ、ハマゴウ、ケカモノハシ、

コウボウムギなどの草本類がみられる。 
 

○草地 

主にセイタカアワダチソウやチガヤなどが中～高茎の草本群落であり、調査地域の約

15.9％を占める。 

区分内は、路傍・空地雑草群落が約 54.1％、チガヤ群落が約 45.9％を占めており、定

期的な草刈り等によって維持されている。草原性の生物の生息・生育場としての機能が

ある。 

構成する植物は、上記以外にテリハノイバラ、ヤハズソウ、コセンダングサ、アキノ

ノゲシ、トダシバ、ススキ、メガルカヤなどの草本類がみられる。 
 

○二次林 

主に防風林として植栽されたクロマツからなる常緑針葉樹林であり、調査地域の約

24.9％を示す。 

区分内はクロマツ群落が約80.4％、アキグミ群落が約11.7％、ネザサ群落が約6.0％、

クロマツ群落（低木林）が約 1.8％を占めている。クロマツ群落やアキグミ群落などや

や明るい樹林環境で、林床の植生も発達しており、生物の生息・生育場としての機能が

ある。 

構成する植物は、上記以外にムクノキ、クスノキ、ヤブニッケイ、アカメガシワなど

の木本類やナワシロイチゴ、アカネ、ツユクサ、ナキリスゲなどの草本類がみられる。 
 

○造成地 

人工裸地、グランド、人工構造物から構成され、調査地域の約 42.0％を占める。環境

類型区分の中で最も自然度が低い。  
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図 8.8.1-2 当該地域における生態系の構造 

  

【哺乳類】 【哺乳類】 【哺乳類】 【哺乳類】
コウベモグラ、ヒナコウモリ
科、ノウサギ

ジネズミ、コウベモグラ、ヒ
ナコウモリ科、ノウサギ、ア
カネズミ

コウベモグラ、ノウサギ、カ
ヤネズミ、ハツカネズミ

-

【鳥類】 【鳥類】 【鳥類】 【鳥類】
カルガモ、シロチドリ、ハマ
シギ、ウミネコ、コアジサシ

キジバト、コゲラ、ヒヨド
リ、ルリビタキ、シロハラ、
ウグイス、エナガ、シジュウ
カラ、メジロ

ヒバリ、ツバメ、ジョウビタ
キ、セッカ、ホオジロ、ホオ
アカ、アオジ、カワラヒワ、
スズメ

シロチドリ、ヒバリ、ツバ
メ、ツグミ、カワラヒワ、ス
ズメ、ハシボソガラス、ハシ
ブトガラス

【両生類】 【両生類】 【両生類】 【両生類】
- ヌマガエル - -

【爬虫類】 【爬虫類】 【爬虫類】 【爬虫類】
ニホンカナヘビ ヤモリ属、ニホンカナヘビ ニホンカナヘビ -

【昆虫類】 【昆虫類】 【昆虫類】 【昆虫類】
ハマスズ、ヤマトマダラバッ
タ、ハマベウスバカゲロウ、
カワラハンミョウ、キオビク
モバチ、コモンツチバチ、ノ
ウメンメンハナバチ、シモフ
リチビコハナバチ、キヌゲハ
キリバチ、キバラハキリバチ

ハラビロカマキリ、ツユム
シ、スズムシ、ヒロバネカン
タン、ハラオカメコオロギ、
クマゼミ、アブラゼミ、ニイ
ニイゼミ、ウラギンシジミ、
イシガケチョウ、アオスジア
ゲハ、シオヤアブ、アオドウ
ガネ、セマダラコガネ、シロ
オビハラナガツチバチ

チョウセンカマキリ、ニシキ
リギリス、マツムシ、ショウ
リョウバッタ、トノサマバッ
タ、ツチイナゴ、オンブバッ
タ、ツマグロヨコバイ、アワ
ダチソウグンバイ、マルカメ
ムシ、イチモンジセセリ、ツ
バメシジミ、ベニシジミ、ヤ
マトシジミ本土亜種、キタテ
ハ、ヒメアカタテハ、モンキ
チョウ、キタキチョウ、オオ
ハナアブ、ヒメコガネ、ナナ
ホシテントウ、ヒメカメノコ
テントウ、ヨモギハムシ、オ
オハキリバチ

アオモンイトトンボ、ツチイ
ナゴ、クマゼミ、アブラゼ
ミ、ベニシジミ、ヤマトシジ
ミ本土亜種、ツマグロヒョウ
モン、アオスジアゲハ、クロ
アゲハ本土亜種、キョウチク
トウスズメ、コアオハナムグ
リ、マメコガネ、ナナホシテ
ントウ、セグロアシナガバチ
本土亜種、クロアナバチ本土
亜種、オオハキリバチ

環
境
類
型
区
分

砂浜・海岸 二次林 草地 造成地

典
型
性

上
位
性

【哺乳類】

ハイタカ

イタチ属

【鳥類】
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図 8.8.1-3 環境類型区分の構成種の食物連鎖模式図 

 

 

 

  

砂丘植物群落及び自
然裸地

クロマツ群落、アキ
グミ群落等

路傍・空地雑草群落
及びチガヤ群落

人工裸地、グラウン
ド、人工構造物

環
境
類
型
区
分

砂浜・海岸 二次林 草地 造成地

【昆虫類】　肉食性

アオモンイトトンボ、ハラビロカマキリ、セグロアシナガバチなど

【昆虫類】　植物食

ヤマトマダラバッタ、クマゼミ、モンキチョウ、オオハナアブなど

【哺乳類】

イタチ属

【鳥類】

ハイタカ

【哺乳類】

ジネズミ、アカネズミ、ハツカネズミなど

【爬虫類・両生類】

ニホンカナヘビ、ヌマガエルなど

【鳥類】

シロチドリ、コゲラ、ヒバリ、ツバメ、ウグイス、シジュウカラ、ホオジロなど
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II) 生態系の機能 

各環境類型区分における一般的な生態系の機能は表 8.8.1-8 に示すとおりである。 

 

表 8.8.1-8 生態系の機能 

環境類型区分

生態系の機能 

砂浜 

・海岸 
二次林 草地 造成地 

生物的な機能 

生物資源の生産 ○ ○ ○ ○ 

生物多様性の維持 ○ ○ ○  

遺伝子情報の維持 ○ ○ ○  

場としての機能 

産卵場所・繁殖場 ○ ○ ○ ○ 

避難(隠れ)場 ○ ○ ○ ○ 

採餌場 ○ ○ ○ ○ 

休息場 ○ ○ ○ ○ 

環境形成・維持の機能 
酸素の供給 ○ ○ ○  

C02の固定 ○ ○ ○  
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イ．複数の注目種等の生態、他の動植物との関係又は生息環境もしくは生育環境の状況 

ア) 上位性、典型性、特殊性の視点からみた注目種及び群集の抽出 

動植物の調査結果を踏まえ、当該地域における環境類型区分ごとの動植物種の生態や食

物連鎖模式図上の関係を考慮した結果、表 8.8.1-9 に示すとおり、上位性、典型性の特徴

を示す注目種を計 3種選定した。なお、特殊性の特徴を示す注目種は選定しなかった。 

 

表 8.8.1-9 注目種及び群集とその選定理由 

注目種 

及び群集 

注目種として 

の視点 
選定理由 

イタチ属 上位性 調査地域周辺では、全ての環境類型区分で確認されており、通年生息して

いると考えられる。 

本種は、主にカエル、ネズミ類、鳥類、昆虫類などの小動物を捕食し、本

調査地域を採餌場として利用していると考えられる。また、行動圏が広く、

栄養段階の上位に位置しており、本地域の生態系の上位性を代表する種で

あると考えられ、注目種として選定した。 

ヒバリ 典型性 調査地域周辺では、全ての環境類型区分で確認されており、なかでも草地

には通年生息していると考えられる。 

本種は、主に草の実や昆虫などを捕食し、本調査地域を採餌場、休息地と

して利用し、特に草地環境とのつながりが強い種である。これらのことか

ら、本地域の生態系の典型性を代表する種であると考えられ、注目種として

選定した。 

シロチドリ 典型性 調査地域周辺では、砂浜・海岸、造成地で確認されており、なかでも砂浜・

海岸に通年生息していると考えられる。 

本種は、昆虫、クモ類、ハマトビムシなどの甲殻類、ミミズやゴカイ類、

小型の貝類などを食べ、本調査地域を採餌場、繁殖地として利用し、特に砂

浜・海岸の環境とのつながりが強い種である。これらのことから、本地域の

生態系の典型性を代表する種であると考えられ、注目種として選定した。

 

イ) 注目種及び群集の一般生態 

注目種及び群集の一般生態を表 8.8.1-10 に整理した。 

 

表 8.8.1-10 注目種・群集の生態情報 

環境類型区分 
注目種として

の視点 

分
類
群

種名 生息場所 食性 
重要な種として

の選定状況 

砂浜・海岸 

草地 

二次林 

造成地 

上位性 哺
乳
類 

イタチ属 周辺に農耕地や林

が残された住宅地

から農山村周辺、

山麓部など 

カエル、ネズミ類、

鳥類、昆虫類など

の小動物や果実類 

― 

草地 典型性 鳥
類 

ヒバリ 丈の低い草が疎ら

に生え、露出した

地面の多い乾燥地

草の実や昆虫など ― 

砂浜・海岸 

造成地 

典型性 鳥
類 

シロチドリ 海岸の砂浜、河口

の干潟、砂洲など

昆虫、クモ類、ハマ

トビムシなどの甲

殻類、ミミズやゴ

カイ類、小型の貝

類など 

･環境省 RL：VU 

(絶滅危惧Ⅱ類)

･福岡県 RDB：NT

(準絶滅危惧)

･市指針：掲載種

出典： 

・イタチ属 ：「日本の哺乳類」（（財）自然環境研究センター 994） 

・シロチドリ：「原色日本野鳥生態図鑑 水鳥編」（保育社 1995） 

・ヒバリ  ：「原色日本野鳥生態図鑑 陸鳥編」（保育社 1995） 
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8.8.2 予測及び評価 

8.8.2.1 飛行場の存在に伴う生態系への影響（存在・供用） 

対象事業実施区域の生態系には、「砂浜・海岸」、「草地」、「二次林」、及び「造成地」とい

った環境類型区分がみられる。その中の注目種として、上位性 1種、典型性 2種を選定した。 

生態系の予測項目及び影響要因とその内容については、表 8.8.2-1 に示すとおりである。 

 

表 8.8.2-1 影響要因と影響要素 

項目 影響要因 影響要素 生態系

存在・供用 ・飛行場の存在 

・生息・生育環境の減少による影響 ○ 

・移動経路の分断による影響 ○ 

 

影響の予測については、生息場の改変の程度、注目種の生息状況への影響の程度に関する

類似事例等を踏まえて、定性的に予測した。 

 

(1) 予測 

1) 予測概要 

ア．予測項目 

存在・供用に伴う生態系の生息・生育環境に影響を及ぼす要因としては、飛行場の存在

が考えられる。 

生態系における予測項目は表 8.8.2-2 に、影響要因によってもたらされる影響要素は、

表 8.8.2-3 に示すとおりである。 

 

表 8.8.2-2 生態系に係る予測項目 

予測項目 

①基盤環境と生物群集との関係及び環境要素の変化による生態系への影響 
②注目種及び群集により指標される生態系への影響 
③生態系の構造・機能への影響 

 

表 8.8.2-3 生態系に係る影響要因と影響要素 

項目 影響要因 影響要素 

存在・供用 飛行場の存在 
・生息・生育環境の減少による影響 
・移動経路の分断による影響 
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イ．予測内容 

予測の内容は表 8.8.2-4、生態系への影響フローは図 8.8.2-1 に示すとおりである。 

 

表 8.8.2-4 予測の内容 

予測の内容 

予測項目 

①基盤環境と生物群集との関係及び環境要素の変化による生態系への影響 
②注目種及び群集により指標される生態系への影響 
③生態系の構造・機能への影響 

予測方法 

工事の実施並びに存在・供用における陸域生物の予測結果を考慮し、影響フロー
図（図 8.8.2-1）を作成し、以下の方法により、定性的に予測した。 

①基盤環境と生物群集との関係及び環境要素の変化による生態系への影響 
環境要素の相互関係の変化に関する事例等の知見を参考として、移動経路の分
断等の他要素の影響予測結果なども留意した上で、基盤環境と生物群集の関係
を踏まえ、環境要素の変化による生態系への影響を予測した。 

②注目種及び群集により指標される生態系への影響 
事業の影響要因による直接的・間接的な影響について、事例や既存の知見を参
考に、他の要素の影響の程度などの条件にも留意した上で、注目種及び群集に
より指標される生態系への影響を予測した。 

③生態系の構造・機能への影響 
生物の多様性、食物連鎖、産卵・生育場、採餌場、栄養段階、物質循環等の生
態系の構造・機能に着目し、生態系への影響を予測した。 

予測地域 

調査地域のうち、動植物その他の自然環境の特性及び注目種等の特性を踏まえて
注目種等に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域として対象事
業実施区域及びその周辺とした。 

予測対象 
時期等 

造成等の施工による生息・生育環境の変化が最大となる時期とした。 
飛行場の存在による注目種等に係る環境影響を的確に把握できる時期とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.8.2-1 生態系への影響フロー（生態系） 
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2) 予測結果 

ア．基盤環境と生物群集との関係及び環境要素の変化による生態系への影響 

ア) 存在・供用 

I) 飛行場の存在 

i) 生息・生育環境の減少による影響 

生態系として、「砂浜・海岸」「草地」「二次林」及び「造成地」の 4つの環境類型区分

があり、図 8.8.2-2 及び表 8.8.2-5 に示すとおり、対象事業実施区域内の草地及び造成

地が改変によって消失する（砂浜・海岸、二次林は改変なし）。 

消失する基盤環境は、対象事業実施区域内の南側に広がる草地環境であり、維持管理

上、定期的な草刈が実施されている人為的な影響を受けている環境であること、当区域

の周辺に同様の草地環境が存在すること、予測地域及びその周辺環境を含む生態系全般

における草地環境は保全されることから、飛行場の存在による生態系の生息・生育環境

の減少による影響は極めて小さいと考えられる。 

 

ii) 移動経路の分断による影響 

飛行場の存在により、生物の移動経路の分断を引き起こし、対象事業実施区域を移動

する生物の生息環境が変化する可能性が考えられる。 

対象事業実施区域の大部分はフェンスで囲われており、定期的な草刈等による人為的

影響を既に受けている環境である。よって、飛行場の施設が供用された後も、陸上を移

動する動物の移動経路は現状から大きく変わらないことから、飛行場の存在による新た

な分断を引き起こすものではないと考えられる。 

また、鳥類は対象事業実施区域及びその周辺の海岸・草地を生息地としており、施設

立地範囲内の飛翔数は少ない傾向であるため、飛行場の施設の供用後においても対象事

業実施区域外を主に飛翔すると考えられ、飛行場の存在による移動経路の分断を引き起

こすものではないと考えられる。 

よって、移動経路の分断による生態系の生息環境の変化は極めて小さいと考えられる。 
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図 8.8.2-2 環境類型区分図（再掲）
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表 8.8.2-5 生態系の環境類型区分の改変状況 

 

注）四捨五入の関係で、計が合わない場合がある。 

 

  

区分 群落名
分布面積

（ｍ2）

区分内の
構成比

全体におけ
る構成比

消失面積

（ｍ2）

砂浜・海岸 76,011 100.0% 17.2% 0

砂丘植物群落 41,696 54.9% 9.4% 0

自然裸地 34,315 45.1% 7.8% 0

草地 70,589 100.0% 15.9% 51,655

路傍・空地雑草群落 38,175 54.1% 8.6% 22,872

チガヤ群落 32,414 45.9% 7.3% 28,784

二次林 110,392 100.0% 24.9% 0

アキグミ群落 12,948 11.7% 2.9% 0

ネザサ群落 6,669 6.0% 1.5% 0

クロマツ群落 88,740 80.4% 20.0% 0

クロマツ群落（低木林） 2,036 1.8% 0.5% 0

造成地 185,728 100.0% 42.0% 34,935

人工裸地 30,338 16.3% 6.9% 30,338

グラウンド 63,949 34.4% 14.4% 0

人工構造物 91,441 49.2% 20.7% 4,597

総計 442,720 100.0% 86,591
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イ．注目種及び群集により指標される生態系への影響 

調査地域を特徴づける生態系の注目種の生息に及ぼす影響を予測した結果は、表 8.8.2-

6 に示すとおりである。 

 

表 8.8.2-6(1) 注目種の予測結果（陸域上位性：イタチ属） 

区分 予測結果 

上位性 

イタチ属 

飛行場

の存在

【生息・生育環境の減少による影響】 

飛行場の存在に伴い、陸域の基盤環境が一部消失するため、本種の生息環

境が減少する可能性が考えられる。 

予測地域の環境類型区分のうち、本種は全ての区分を利用すると考えられ

る。消失する環境類型区分は、対象事業実施区域内の草地及び造成地が改変

によって消失する（砂浜・海岸、二次林の改変は無し）。 

本種は、対象事業実施区域を採餌地の一部として利用していると考えられ

るが、定期的に人為的影響を受けている区域であり主な生息環境ではないこ

と、また、主な生息環境である飛行場西側の二次林は改変を受けないことか

ら、本種の生息環境は維持されると考えられる。 

また、本種の餌となるネズミ類、鳥類、昆虫類については、対象事業実施

区域内の生息環境は消失するが、周辺に同様の生息環境が維持されるため影

響は極めて小さいと考えられることから、本種の採餌場は維持されると考え

られる。 

よって、生息環境の減少による影響は極めて小さいと考えられる。 

 

【移動経路の分断による影響】 

対象事業実施区域の大部分はフェンスで囲われており、定期的な草刈等に

よる人為的影響を既に受けている環境である。よって、飛行場の施設が供用

された後も、動物の移動経路は現状から大きく変わらないことから、飛行場

の存在による新たな分断を引き起こすものではないと考えられる。 

また、本種は対象事業実施区域内の確認は無く、周辺環境（二次林、海岸）

にて確認されており、主な移動経路は砂浜・海岸及び当区域南側の二次林～草

地であると考えられることから、移動経路の分断による生息環境の変化は極め

て小さいと考えられる。 
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表 8.8.2-6(2) 注目種の予測結果（陸域典型性：ヒバリ） 

区分 予測結果 

典型性 

ヒバリ 

飛行場

の存在

【生息・生育環境の減少による影響】 

飛行場の存在に伴い、陸域の基盤環境が一部消失するため、本種の生息環

境が減少する可能性が考えられる。 

予測地域の環境類型区分のうち、本種が主に利用するものは草地と考えら

れる。消失する環境類型区分は、対象事業実施区域内の草地が改変によって

消失する。 

本種は、対象事業実施区域を採餌地・休息地の一部として利用していると

考えられるが、定期的に人為的影響を受けている区域であり主な生息環境で

はないこと、また、予測地域及びその周辺環境を含む生態系全般における草

地環境は保全されることから、本種の生息環境は維持されると考えられる。

よって、生息環境の減少による影響は極めて小さいと考えられる。 

 

【移動経路の分断による影響】 

本種は、対象事業実施区域及びその周辺の草地環境を生息地としており、

移動経路の分断による影響のおそれがある。 

しかし、施設立地範囲内の飛翔数は少ない傾向であるため、飛行場の施設

の供用後においても対象事業実施区域外を主に飛翔すると考えられること、

鳥類の飛翔状況に応じて巡視又は運航調整を行い、鳥衝突防止に努めること

から、移動経路の分断による生息環境の変化は極めて小さいと考えられる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.8.2-3(1) 飛翔位置図（典型性注目種：ヒバリ）  
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表 8.8.2-6(3) 注目種の予測結果（陸域典型性：シロチドリ） 

区分 予測結果 

典型性 

シロチドリ 

飛行場

の存在

【生息・生育環境の減少による影響】 

飛行場の存在に伴い、陸域の基盤環境が一部消失するため、本種の生息

環境が減少する可能性が考えられる。 

予測地域の環境類型区分のうち、本種が主に利用するものは砂浜・海

岸、造成地と考えられる。消失する環境類型区分は、対象事業実施区域内

の造成地が改変によって消失する。 

本種は、対象事業実施区域を採餌地・休息地の一部として利用している

と考えられるが、定期的に人為的影響を受けている区域であり主な生息

環境ではないこと、また、主な生息環境である飛行場北側の砂浜・海岸は

改変を受けないことから、本種の生息環境は維持されると考えられる。 

よって、生息環境の減少による影響は極めて小さいと考えられる。 

 

【移動経路の分断による影響】 

本種は、対象事業実施区域及びその周辺の海岸・造成地を生息地として

利用しており、移動経路の分断による影響のおそれがある。 

しかし、施設立地範囲内の飛翔数は少ない傾向であるため、飛行場の施

設の供用後においても対象事業実施区域外を主に飛翔すると考えられる

こと、鳥類の飛翔状況に応じて巡視又は運航調整を行い、鳥衝突防止に努

めることから、移動経路の分断による生息環境の変化は極めて小さいと

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.8.2-3(2) 飛翔位置図（典型性注目種：シロチドリ） 
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ウ．生態系の構造・機能への影響 

「ア．基盤環境と生物群集との関係及び環境要素の変化による生態系への影響」におい

て、飛行場の存在に伴う基盤環境への影響は、「草地」5.17ha、「造成地」3.49ha が消失す

ると考えられる。特に草地は、他の基盤環境と比較して改変の影響の程度が大きく、生物

的機能、場としての機能、環境形成・維持の機能、物質循環としての機能、緩衝の機能の

一部が損なわれる可能性が考えられる。 

消失する基盤環境は、対象事業実施区域内の南側に広がる草地環境に分布する路傍・空

地雑草群落とチガヤ群落で構成されている。いずれも対象事業実施区域の維持管理上、定

期的な草刈が実施されている人為的な影響を受けている環境であること、当区域の周辺に

同様の生息・生育環境が存在すること、予測地域及びその周辺環境を含む生態系全般にお

ける草地環境は保全されることから、生態系の構造の変化は小さく、機能及び群集は維持

されると考えられる。 

よって、生態系の構造・機能への影響は極めて小さいと予測した。 
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(2) 評価 

1) 環境影響の回避又は低減に係る評価 

ア．環境保全措置の検討 

飛行場の存在に伴う生態系への影響を低減するため、以下に示す環境保全措置を講ずる

こととした。 

 

・生態系の保全の観点より、対象事業実施区域の周辺に存在する生息・生育環境の不要な

改変を避ける。 

・対象事業実施区域の周辺草地（チガヤ群落）は、適時な草刈による維持管理を行い、生

態系の生息・生育環境として保全に努める。 

・鳥衝突防止対策は、滑走路の範囲やヘリコプターの離着陸回数及び鳥類の出現状況を踏

まえ、管理庁舎からの目視により必要に応じ巡視し、鳥類を滑走路周辺から忌避させ、

鳥類の飛翔の低減を図る。また、鳥類の飛翔状況に応じて運航調整を行い、鳥衝突防止

に努める。 

・維持管理（日常の巡回点検等）において、外来種に関する侵入監視を実施し、侵入を確

認した際は然るべき処理を行い、拡散防止に努める。 

 

上記の環境保全措置を予測の前提として検討した結果、飛行場の存在に伴う生態系への

影響を表 8.8.2-7 に示すとおり予測した。 

 

表 8.8.2-7 予測結果総括表（生態系） 

項目 影響要因 影響要素 

予測結果 

生態系 

全体 注目種

存在・供用 ・飛行場の存在 ・生息・生育環境の減少による影響 
極小 極小

・移動経路の分断による影響 
極小 極小

〔予測結果〕ない：影響はない、 極小：影響は極めて小さい、 小：影響は小さい、 －：予測対象外 

 

上記の予測結果のとおり、環境影響は極めて小さいと判断した。 

 

イ．環境影響の回避又は低減に係る評価 

調査及び予測の結果、並びに前項に示す環境保全措置の検討結果を踏まえると、飛行場の

存在に伴う生態系への影響については、前項の環境保全措置を講じることにより、回避又は

低減が期待できるものと考えられる。 

以上のことから、飛行場の存在に伴う生態系への影響については、事業者の実行可能な範

囲内で回避又は低減が図られているものと評価した。 
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2) 福岡市、福岡県又は国による環境の保全に係る基準又は目標との整合性に係る評価 

ア．環境の保全に係る基準又は目標 

生態系については、「福岡市環境配慮指針(改定版)」（平成 28 年 9 月改定）が定められて

いる。 

同配慮指針における「飛行場・関連施設整備事業」の「生物の多様性の確保及び自然環

境の体系的保全」に係る配慮事項（4供用段階での配慮）のうち、本事業の内容を踏まえ、

「生物が生息・生育する場所や条件への影響軽減」、「動物の移動経路の確保、行動習性に

配慮した付帯施設の設置」、「外来種の侵入・拡散防止」の 3 項目を環境の保全に係る基準

又は目標とした。 

 

イ．環境の保全に係る基準又は目標との整合性 

飛行場の存在に伴う生態系への影響については、環境保全目標である「福岡市環境配慮

指針（改定版）」における配慮事項を満足する。 

以上のことから、飛行場の存在に伴う生態系への影響については、環境保全目標との整

合性が図られているものと評価した。 

 

 




